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№ 誌主（別名）房支 埋葬年 埋葬地（出土地） 出典 目録
1 楊恩（宥） 鈞父 永平 2 年 11 月 11 日 記述無し（洛陽出土？）蒐佚 14, 王 2013 99
2 楊鈞 始祖 建義元年 9 月 30 日 華山之下 近 新 楊 鈞 , 千 唐
440, 蒐続 70
447




4 楊褒（文義）倹支 大統 17 年 3 月 29 日 先君（倹）墓次 集刊 12 1019















暄支 建徳 3 年 11 月 3 日 華陰之旧塋 千唐 445 1097
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9 楊済
( 越勤済 )
暄支 建徳 6 年 4 月 7 日 華陰東原旧塋之所 千 唐 446, 蒐 佚














暄支 建徳 6 年 11 月 3 日 華陰東原先君壮君（敷）
之塋
千 唐 446　 ※ 拓
本未刊
1113





※紀年は№ 6 と同じ。ただし，№ 6 が西魏期の賜姓政策を反映して越勤姓を名乗るが，№
11 は楊姓を称しているので，隋初に本来の姓に戻した後に作成したものか？
12 楊文志 寛支 開皇 7 年 10 月 8 日 先公（寛）之塋 北京大学図書館
蔵拓本　
―
13 韋始華 寛支 開皇 7 年 10 月 8 日 元公（寛）之墓 千 唐 447, 彙 考
1-229
1291




15 楊朏（文朗）倹支 開皇 11 年 11 月 24 日 華陰東原 千 唐 450, 彙 考
2-22
1363
16 鄭祁耶 暄支 仁寿元年十月廿三日 華陰東原之旧塋（潼関
県呉村郷）
新 中 陝 壹 30, 隋
五陝西 3-6, 集刊
10, 彙 考 3-12　,
潼関 6
1504










寛支 仁寿 4 年 3 月 24 日 華州華陰県留名郷帰政
里之東原
千 唐 453, 彙 考
3-106
1539
20 楊孝偡 寛支 仁寿 4 年 3 月 24 日 華州華陰県留名郷帰政
里












大業 3 年 8 月 8 日 華陰東原通零里（潼関
県亢家村）
新 中 陝 壹 32, 隋
五陝西 3-8, 疏証




※虞世基撰。楊素墓は潼関県重点文物保護単位（1986 年 6 月指定）
　 　   隋代弘農楊氏の研究　　堀井
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大業 3 年 8 月 26 日 華陰東原之塋（潼関県
亢家村）
集 刊 9 , 彙 考
3-247, 潼関 4
1592
25 楊休 倹支 大業 3 年 11 月 4 日 華陰東原之塋 集 刊 1 2 , 彙 考
3-289
1602
26 楊文端 倹支 大業 3 年 11 月 4 日 華陰東原之塋 筆者所蔵拓本 , 蒐
続 169
―










大業 3 年 11 月 4 日 華陰東原 蒐佚 83, 西市 23 1606





大業 3 年 11 月 4 日 先塋（華陰出土） 千唐 459, 彙考
3-286　 蒐 佚 84,
碑帖 7519
1603
31 楊矩（文懿）寛支 大業 9 年 3 月 10 日 華州華陰県留名郷帰政
里之東原









33 楊約 暄支 大業 9 年 4 月 29 日 華陰県潼関郷招遠里旧
山
千唐 463, 近新楊
約 , 彙考 4-336,
蒐続 177
1743
34 楊岳 暄支 大業 10 年 4 月 17 日 大興県洪固郷之原 西市 24 1777
35 楊玄奨 暄支 貞観 5 年 10 月 23 日 華陰之旧塋 蒐佚 99 ―




永徽 3 年 10 月 25 日 万年県少陵原長平敬公
（纂）之塋
文 博 2013, 新 蔵
続 31
―
38 楊岳 暄支 顕慶元年 3 月 9 日 雍州万年県黄台郷之原 西市 53 ―
※夫人韋氏と合葬時に作製された墓誌
39 李氏 暄支 顕慶 6 年 2 月 19 日 高平郷少陵之原先厝 西市 66 ―
40 楊台（崇本）暄支 顕慶 6 年 3 月 11 日 華陰県童郷神原里之原 蒐佚 135 ―
41 楊守澹 倹支 龍朔 3 年 11 月 23 日 万年県洪原郷黄渠里夫
人（独孤法王）之旧塋
新蔵続 43 ―





上元 3 年 10 月 15 日 華陰太平原司馬公（緘）
同穴（東塬）
華山 24, 新蔵 56 1444
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44 楊弘嗣 寛支 聖暦 3 年 3 月 23 日 京城東南少陵之原 新蔵続 68 ―
45 楊亮 倹支 長安 4 年 10 月 21 日 北邙 唐宋 253 2326
46 楊思済 倹支 景龍 3 年 2 月 15 日 華陰之豊原 千唐 108　 10456
47 楊居実 倹支 開元 5 年 2 月 13 日 長安県高陽原旧塋 長安 150 ―
48 楊魏成 倹支 開元 15 年 2 月 29 日 華陰県潼郷太平原 千唐 149 10634
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表 1 によると，越公房楊氏で郷里の華陰に埋葬された者が合計 38 名も
確認できる。最古のものは北魏末期の建義元年（528）九月の№ 2 楊鈞と
なり，最も新しいものは唐・開元一五年（727）二月の№ 48 楊魏成のも
のとなる。その内訳をみると，北朝後期 10 名（北魏 1，西魏 3，北周 6），












































№ 15 楊朏・№ 18 楊异・№ 25 楊休・№ 26 楊文端・№ 27 楊某・№ 28 元氏・











































































































訳は，宗室（含賜姓者）が 4 例（№ 1，4，5，11），越公房が 6 例（№ 2 ～ 3，








№ 就任者 出自・経歴 官名 在任期間 出典
1 楊雄 楊堅の族子。 正卿
（ 文 帝 期，
正三→煬帝
期，従三）
開皇元～ 9 年 蒐佚続№ 178 楊
雄墓誌 , 隋書 43
2 楊紀 越公房寛支 開皇 18 ～仁寿 2 年 表 1 № 19 墓 誌 ,
隋書 48





5 楊慶 楊堅の従祖弟河間王楊弘の子 隋末（洛陽の皇泰
主政権による任命）
隋書 43





時期不詳 隋 書 71, 旧 唐 書
190 上 , 千 唐 36
頁 楊 福 延 墓 誌 ,
西市№ 180 楊献
墓 誌 , 張 1993,
楊 2009
8 楊异 越公房寛支 少卿（文帝
期，正四上
→ 煬 帝 期，
従四）
開皇元～ 2 年
開皇？～ 9 年 4 月
表 1 № 18 墓 誌 ,
隋書 46
9 楊紀 越公房寛支 開皇 3 年頃
開皇？～ 18 年
表 1 № 19 墓 誌 ,
隋書 48
10 楊約 越公房暄支 開皇年間 表 1 № 33 墓 誌 ,
隋書 48
11 楊恭仁 楊堅族孫，本表№ 1 楊雄の長子 仁寿 3 ～大業 5 年 旧 唐 書 62, 昭 №
1 楊恭仁墓誌
凡例：出典覧の略号は表 1 に同じ。張 1993 ＝張暁蕾「楊炯家世探微」（『四川師範大学学報 ( 社

















№ 就任者 出自・経歴 官職（在任期間） 官品 出典・備考
1 李渾 所謂「十二大将軍」の家柄，
晋 王 楊 広 の 旧 幕 僚。 越 公 房
楊氏・宇文述と通婚
左武衛将軍（従三品）
領 太 子（ 右？） 宗 衛
率（仁寿年間）




左宗衛率（仁寿年間）従三 隋書 61 
3 楊処綱 宗室，楊堅の族父 宗衛率（開皇年間） 正四上 隋書 43
4 楊欽 弘 農 楊 氏 の 一 支。 本 人・ 父




右 宗 衛 率（ 開皇 7 ～
18 年，№ 5 の後任か？）
正四上 華 山 23, 彙 考
1-277 楊叉墓誌 ,








正四上 西 市 № 16 扈 志
墓誌 , 隋補遺 69
頁 , 隋碑扈志碑
6 楊朏 越公房倹支 右宗衛副率（開皇元
～ 9 年）
従四上 表 1 № 15 墓誌
7 楊矩 越公房倹支 右宗衛右八府車騎将
軍（ 開 皇 中 ～ 仁 寿 2
年）
従四上 表 1 № 31 墓誌
8 楊恭仁 楊 堅 の 族 孫。 観 徳 王 楊 雄 の
子
左宗衛車 騎 将 軍（ 開
皇元～仁寿 3 年）
従四上 昭№ 1 楊温（字
恭仁）墓誌
9 閻毗 従 祖 母 は 宇 文 護 の 母 で， 北





従四上 周書 20, 隋書 68





正六上 千 誌 № 35 楊 士
達墓誌
11 楊林 洛 陽 の 人， 楊 震 の 末 裔 を 自
称。父楊敬は北斉盧氏県令
宗衛大都督（時期不詳）正六上 唐 宋 № 32 楊 昭
墓誌
12 楊洛 父 祖 の 経 歴 不 明， 本 貫 を 弘
農華陰と称する
宗衛大都督（時期不詳）正六上 隋 洛 21 頁 郭 倫
妻楊宝墓誌
13 楊達 № 12 楊洛の子 宗衛大都督（時期不詳）正六上 同上
14 楊宏 越公房暄支 宗衛帥都督（開皇初
～ 19 年，起家官）
従六上 表 1 № 17 墓誌
15 楊鍾葵 弘 農 華 陰 を 本 貫 と 称 す。 父
某は北斉・恒州刺史





16 楊暢 陝 州 弘 農 の 人， 祖 父 楊 敬 は
北 魏・ 贈 陝 州 刺 史， 祖 父 楊
略 は 北 斉・ 広 陵 郡 守。 北 周
















氏墓誌 , 楊 2009







宇文述伝参照。本表の該当者は№ 1 ～ 2。
表 3 によって太子宗衛関連の就任者を見ると，17 名のうち楊姓が 13 名











次に楊姓就任者をみると，宗室 2 名（№ 3・8），越公房が 3 名（№ 6・7・
14），弘農華陰に在地基盤を持つ有力楊氏が 2 名（№ 4・17）となる。そ
の他 7 名（№ 10 ～ 13，15 ～ 17）は現存史料では弘農楊氏の有力房支や
（17）




















































































































































将軍領太子宗衛率李渾（表 3 № 1）の義弟でもあった。その李渾と同等の

























































2014 年 11 月 21 ～ 26 日にかけて，福原啓郎先生（京都外国語大学外国
語学部教授）のご厚意で，函谷関遺跡・潼関遺跡の調査に加えていただき，
念願の楊素墓を見学することができた。その際は福原先生をはじめ，参加
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重俊「楊素と薛道衡」（『語学文学』23，1985 年），王永平『中古士人遷































される前の 2014 年 11 月 26 日，採択後の 2015 年 5 月 20 日の 2 回に
わたり，現地を調査した。現在，同地は亢氏の邸宅敷地内にあり，墳丘
は既に破壊されて果樹園になっている。






薇編著『隋代墓誌銘彙考』（線装書局，2007 年）第 2 冊 317 頁にも収録
されている。
17）「楊胤季女墓誌」については，杜葆仁・夏振英「華陰潼関出土的北魏
楊氏墓誌考証」（『考古与文物』1984 年第 5 期），張江涛編著『華山碑石』
（三秦出版社，1995 年）を参照。発掘の経緯については，注 14 前掲『中
国文物地図集　陝西分冊』に記される。なお，誌主の父楊胤は越公房の
始祖楊鈞の兄弟にあたる。
18）「李元諒墓誌」については，注 17 前掲『華山碑石』，注 14 前掲『中
国文物地図集　陝西分冊』，注 14 前掲『潼関県志 1990-2005』を参照。
19）「楊謨墓誌」は，注 16 前掲『隋代墓誌銘彙考』第 3 冊 198 頁に収録。
20）楊震家族墓については，陝西省文物管理委員会編「潼関吊橋漢代楊氏
墓群発掘簡記」（『文物』1961 年 1 期），王仲殊「漢潼亭弘農楊氏塚塋考略」
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がある。同地には，楊寛（№ 6，№ 11，楊鈞第四子），その妻韋始華（№
13），庶長子楊文思（№ 32），第三子楊文志（№ 12）が埋葬された。第












報告書，平成 22 － 26（2010 － 2014）年度，2013 年）がある。

















（『女師大学術季刊』第 2 巻第 2 期，1932 年），同著『中国民族史』（増







































巻 58・楊播伝，同書同巻楊鈞伝，『周書』巻 22・楊寛伝，同書巻 34・楊敷伝，『隋書』巻 46・
楊异伝，同書巻 48・楊素伝，同書巻 70・楊玄感伝，『北史』巻 41・楊敷伝，『旧唐書』巻 77・










巻楊鈞伝、『周書』巻 22・楊寛伝、同書巻 34・楊敷伝、『隋書』巻 46・楊异伝、同書巻 48・楊素伝、同 巻 70・楊玄感
、『北史』 1・楊敷伝、『旧唐書』 7 ・楊纂伝、『新唐書』巻 106・楊弘礼伝、『新唐書』巻 71 下・宰相世系表・
楊氏、『古今姓氏書弁証』巻 13・楊氏、「太安宮嬪楊氏墓誌」（趙振華・孫紅飛「唐高祖李淵嬪楊氏与長安太安宮」、『唐
都学刊』27-6）、「江国太妃楊氏墓誌」（ 文成・趙君平編選『新出唐墓誌百種』、西冷印社出版社、2010年）、「楊芷墓誌」
（胡戟・栄新江主編『大唐西市博物館蔵墓誌』、北京大学出版社、2012年）、「独孤思敬妻楊氏墓誌」（中国社会科学院考
古研究所編著『唐長安城郊隋唐墓』、文物出版社、1980年）
参考文献：趙超編著『新唐書宰相世系表集校』（中華書局、1998年）、王慶衛・王煊「隋代華陰楊氏考述―以墓誌銘為中
心―」（西安碑林博物館編『碑林集刊』11、陝西人民美術出版社、2005 年）、田中由起子「弘農楊氏系図」（『駿台史学』
144、2012年）、王連龍『新見北朝墓誌集釈』(中国書籍出版社、2013年）「五、楊恩墓誌」
